
高田駐屯地郷土記念館は、昭和４０年９月に開設、翌１０月から公開されました。
しかし、その頃使われていた建物は老朽化が激しく、平成４年４月駐屯地講堂を
改装し、１０月から此の駐屯地講堂に併設されて現在に至っています。

駐屯地講堂と郷土記念館

建物は、明治３９年（１９０６年）
に建設され、旧陸軍では、将校
の集会所・食堂等として使われ
ていました。
まもなく百歳を迎えようとしてい
ます。



この建物は、当時の面影を良く残している建物の
一つです。特徴は玄関のペディメント風のひさしや、
窓枠、外壁のドイツ下見板張り、赤煉瓦造りの基礎
に見られその様子を伝えています。また当時は、重
厚な黒い瓦葺き屋根でしたが今は、トタン葺きにな
っています。

ペディメント風な正面玄関

明治時代の面影を色濃く残す郷土記念館

百年の風雪に耐えた赤煉瓦作りの基礎



蒋 介石 山下 清 画伯

山下清画伯は１９７０年（昭和４５年）３月
１８日、高田駐屯地を訪れ、「一日駐屯地
司令」として営内巡視などを行いました。
また、その際に全隊員の前でマジックイン
キを使って「トンボ」や「蜂」「ツユクサ」など
を描きました。 その当時の作品がここに
飾られています。 山下画伯は、高田駐屯
地を訪れた翌年１９７１年（昭和４６年）７月
１２日に脳出血にて逝去されました。

後の台湾総統になる蒋介石が、清国か
ら軍事留学生として、清国人の士官養成
機関「振武学校」（東京）を経て、１９１０年
（明治４３年）高田町（現上越市）の旧陸軍
第１３師団、野砲兵第１９連隊に隊付勤務
（士官候補生）として配置され、約１年間の
兵卒生活を送りました。 この頃の蒋介石
は、「蒋中正」と言う名前でした。
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